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研究成果の概要（和文）：保育園への入園は子どもにとって生まれて初めて家庭から離れてアロマザーのもとに
長時間身を置く体験である。本研究はその初発事態を離島（沖縄県宮古郡多良間村）と都市部（東京都及び埼玉
県）で比較しようとするものであったが、コロナ禍のためやむなく都市部に集中して研究を行った。その結果、
入園が子どもにとってストレスフルな体験であること、それを緩和するうえで保育士の身体接触特に抱きが重要
な役割を果たすこと、さらにモノの存在も大きな意味を持っており、保育士が身体接触とともにモノへの接触を
促し、それが子どもの移動行動や自発性の発達とあいまって環境移行を支えていることがわかった。

研究成果の概要（英文）：Entering a nursery school is the first experience for a child to be away 
from home and spend a long time under the aromatherapy. This research was to compare his initial 
situation on a remote island (Tarama Village, Miyako District, Okinawa Prefecture) and urban Kanto 
areas (Tokyo and Saitama Prefecture), but due to the corona pandemic we were forced to concentrate 
on the urban area. As a result of our studies in Kanto areas, it was found that entering 
kindergarten is a stressful experience for the newly enrolled children, and physical contact, 
especially hugging, by nursery nurses plays an important role in relieving it, and that the presence
 of objects (toys) also has great significance. The nurses encouraged contact with objects while in 
holding the children, which, together with the development of locomotor behavior and autonomy in 
children, promoted play and adaptation to the situation, which supports their environmental 
transition from home to a day nursery.

研究分野： 発達行動学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、新規入園という場面に焦点化し、家庭からの環境移行における子どもの適応能力を明らかにすること
ができた。特に保育士の果たす役割ならびに子どもにとってポータブルな私的モノ環境、いいかえると「お守
り」としての玩具の役割に光をあてることができ、家庭での親による保護から保育園での保育士によるアロマザ
リングへの環境移行におけるヒトとモノの複合システムが果たす役割について新たな観点を生み出すことができ
た。このことは発達心理学的に貴重な知見であるだけでなく、保育実践にも重要な示唆を与えるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 
現代日本では，子どもは家庭で親によって育てられるばかりではなく、親の就労等で保育園に預けられること

も多い。保育園は保育士というアロマザーと育児具、それに子どもと同年代の乳幼児が存在する場であり、親の産
休・育休期間が明けた時点から保育園に入園する子どもも多い。保育環境は人的環境(保育者や仲間)，物的環境
(園庭や園舎，遊具，玩具など)，自然環境(園舎周辺の自然)，社会的環境(地域社会)から構成されるが，乳児期の
特性をふまえると，人的環境・物的環境が重要である。乳児の人的環境は仲間より養育者(保育者)が中心となる
が，前言語期における他者とのかかわりは身体を介するものが多く，特に養育者との身体接触は身体的・社会情緒
的発達にとって重要な役割を果たす (Field, 2010)。このことは家庭だけでなく保育園においても同様であり，保
育者は子どもとの親密なコミュニケーションの手段として，あるいは子どもを統制するために身体接触を用いる
(Bergnehr & Cakaite, 2018)。人的環境と並んで，保育園入園時の乳児の適応を支えるものが物的環境である。乳
児は家庭でも多くのモノに囲まれているが，保育園でも乳児は自由遊び場面の約半分の時間，モノ(玩具)をいじ
る・なめるといったかかわりを行なっている(Toyama, 2020)。 

近年，保育の質が子どもの発達に及ぼす影響に関する検討が国内外においてなされており，保育の質の向上が
求められている。また行動観察によって評価されるその保育の質の指標として，ポジティブな身体接触が取り上
げられており（例えばNICHD, 2006），身体接触は保育の質と直結するトピックであると考えらえる。その評価
は，乳児が保育施設において，どれくらい，いかなる身体接触を伴う関わりを経験しているのか，それは縦断的
にいかに変化するのかという基礎的検討とその蓄積をベースとすることではじめて妥当なものになると考えられ
る。保育者と乳児における身体接触だけでなく、さらに乳児同士の身体接触的関わりも含めて詳細に検討するこ
とで，身体性を基盤とした乳児の他者との萌芽的な関係性の発達という新たな側面を明らかにすることができる
可能性がある。従来の研究においては，子どもが他者と並行して，あるいは一緒に遊ぶようになるのは２，３歳
以降とされており，これまで日本の子どもの身体接触を扱った研究は，幼児期の子どもを対象としたものが多い
（例えば塚崎・無藤，2004; 柴田，2007； 広瀬，2007； 藤田，2011）。しかしながら，０歳児でさえも，身体
接触遊びのなかで予期などを含めた認知的に高度な関わりの萌芽がみられることもわかっている（石島・根ケ
山，2013；Ishijima & Negayama,2017）。 

このように保育園は家庭とは異なった物理社会的環境であり、子どもは日常的にその間を移行し、環境の変化
への適応を体験している。特に新規に入園する場面は家庭というマザリングの場から保育園という他者のアロマ
ザリング(Hrdy, 2009)の場への生まれて初めての移行であり、子どもにとっては大きな試練の場面である。その
ストレスを子どもは乗り越えるか、そこに保育士・育児具（モノ）・子どもはどのように関わるであろうか。保
育者や仲間，そしてモノ(玩具)に対する乳児のかかわりが，保育園という新たな環境に馴れるにしたがい，どのよ
うに変化していくかは子どもの発達にとって重要な問いであると考えられる。沖縄の離島である多良間島は、守
姉をはじめとしてアロマザリングの発達した島であり（根ヶ山、2012）、そこでの入園・保育と本土都市部での
入園・保育とは移行の姿が大きく異なる可能性がある。 

２．研究の目的 
具体的には3つの目的を持つ。離島と都市部に比較という目的にしたがって具体的な比較研究が当初計画され

たが、新型コロナウイルスの蔓延の時期と重なってしまって、沖縄への渡航が長期間にわたってできなくなり、
また保育園での観察も大幅に制限されたため、研究全体の全面的見直しを行わざるを得ず、目的も許容される範
囲での修正を余儀なくされた。 

（1）新規入園時の環境移行場面における順応からの検討（根ヶ山） 
ストレスのかかる新規入園場面で、子どもは母親からの分離にしばしば激しく泣いて抵抗する。登園場面は単

なる子の母親からの分離場面ではなく，母親からアロマザーへの移行の瞬間でもある。とくにその初発事態とし
ての「新入園」は，母子をそれまでとは異次元の分離状態に引き込む「子別れ」の場面として，子の自律の発達
にとって決定的に大きな意味を持つ。本研究はその場面に焦点化して，子別れとしてのその移行プロセスを明ら
かにしようとするものである。アロマザーである保育士はその子どもを受け取ってなだめ、あやして保育園への
移行がスムーズにできるようにケアする。そこには玩具や遊具が活用され、場合によって他の子どももそれに関
与する。本研究ではその様子を多良間島と本土都市部とで比較すること、そしてそれを追跡することを目的とす
る。 

（2）身体接触の発達からの検討（石島） 
本研究では保育園に入所したばかりの０歳児クラスにおける身体接触的関わりに着目し，乳児―保育士間，乳

児―乳児間においていかなる身体接触がなされ、それが発達的にどのように変化するのかについて検討する。特
に、遊び場面において，乳児―保育士間，乳児―乳児間の身体接触の量および身体接触のタイプが１年間でいか
に変化したかについて事例的に検討する。 

（3）接触行動と移動行動の発達からの検討（外山） 
本研究では，保育園に入園したばかりのゼロ歳児を対象として，入園からの時間的経過にともなう変化を明ら

かにする。近年，ハイハイからつたい歩き，歩行へという移動運動の発達がきっかけとなって，環境の探索方法や
言語，他者とのかかわりが変化していくという知見が集積されつつあることから(Adolph & Hoch, 2019)，移動運
動の発達に視点をおきながら分析を行う。 

保育園ゼロ歳児クラスの縦断観察を行い，(a)他者との身体接触，(b)モノを介した他者とのかかわりが，ハイ



ハイからつたい歩き，歩行へという移動運動の発達時期によってどのように変化していくかを明らかにする。そ
の結果をふまえ，乳児期の場面移行を支援する環境のあり方を考察する。 

３．研究の方法 
本研究の実施期間に生じたコロナ禍のため、沖縄入島と保育園観察が大幅に制限された。期間を延長して状況

の改善を待ったがそれも部分的にしか達成されなかった。したがって不本意ながら方法を修正しつつ現実的に可
能な形で研究を行った。 

（1）新規入園時の環境移行場面における順応からの検討 
当初は沖縄県多良間村立多良間保育所および都市部（東京都下・埼玉県下）の保育所での新規入園児（0歳

児）を比較観察するという予定であったが、上記の通りそれは成立せず、おもに埼玉県下の保育園での許された
範囲での入園観察に集中し、多良間島の入園場面については過去に行った事例の撮影映像を参考程度に活用し
た。保育園児が母親に付き添われて初めて登園し，保育に入っていく過程をその初日から最初の４日間は連日，
その後は１か月まで週２回、さらにその後は２週に1回程度の頻度で、連続２回泣かなくなるまでもしくは半年
間，毎回登園時の母子分離直前から３０分間のビデオ撮影を行った。撮影は園児および周囲半径約１ｍ程度を映
像に収めるものとし，なるべく園児の視線や表情，対人・対物行動を記録するように努める。それとともに，分
離直前、分離5分間経過時点、観察終了時点の３時点で観察対象児の顔面（とくに鼻部）の皮膚温度がサーモグラ
フィによって記録され、その場面における園児のストレスの指標とされた。 

（2）身体接触の発達からの検討 
観察開始時（4月時点）生後9ヶ月のA（男児）と生後11ヶ月のB（女児）の2名を対象として、4月時点では1週

間に1回，その後は月に１・２回のペースで保育所０歳児クラスにおいて，2台のビデオカメラを用いて、1時間か
ら1時間半程度）室内遊び場面の追跡観察を行った。その中の7回分（4月2回分，6月・8月・10月・1月・2月1回
分）の映像を対象として分析を行った。 そして遊び場面の中で，AあるいはBが画面内に映っている場面をそれぞ
れ抽出し，乳児―乳児あるいは乳児―保育者において身体接触がなされている場面について，身体接触時間およ
び身体接触のタイプについて分析を行った。分析には，動画解析ソフトウェアELAN を用いた。 

（3）接触行動と移動行動の発達からの検討 
都内保育園ゼロ歳児クラス(8名，4月時点の月齢は7〜10ヶ月)の自由遊び場面を，週に約1度のペースで縦断的

に観察した。保育室内に2〜3台のカメラを設置し，毎回，1時間から1時間半程度の撮影を行った。他者との身体
接触：各乳児について他者との身体接触が生起した場面を身体接触エピソードとして取り出した。次に，各身体
接触エピソードについて，接触した相手(保育者か仲間か)，接触した身体部位，接触の機能(遊びや事物交換の際
に接触する「道具的接触」，甘えたりなぐさめたり，あるいは怒りを伝えるために接触する「社会的接触」，移
動している途中でアクシデント的に接触する「偶発的接触」)を評定した。モノを介した他者とのかかわり：各乳
児について手がモノ(玩具)と接触している場面を事物エピソードとして取り出した。次に，各事物エピソードに
ついて，乳児とモノ・他者とのかかわり方が二項関係・三項関係のどちらか(他者を介することなく子どもがモノ
とかかわっている場合は二項関係，他者にモノを見る・渡す，他者からモノをもらうなど他者が介在している場
合は三項関係)，三項関係エピソードの場合，誰が相手か(保育者か仲間か)，そしてその相手から応答があったか
どうかを評定した。各乳児の移動運動については，1．5m以上ハイハイできる・つたい歩きできる・歩行できるよ
うになったことを指標として評定し，乳児ごとにハイハイ期・つたい歩き期・歩行期に分けた。 

４．研究成果 
（1）新規入園時の環境移行場面における順応からの検討 
新規入園は、それまで基本的に家庭というなじみの場所で母親をはじめと

する家族というなじみの相手と接触してきた子どもにとって、初めて見知ら
ぬ物理・社会的環境に強制的かつ長時間にわたって置かれることである。そ
れは子どもにとって新たな環境への進出であり世界を広げる体験であるとと
もに、自分を守ってくれてきた母親と離別することや多くの見知らぬ人物や
事物に取り囲まれることでもあり、とてもストレスフルなことである。その
ような危機的状況で子どもは「泣き」という悲嘆行動を発現させて助けを求
める。特に新規入園場面では、いわゆる「ギャン泣き」といわれる激しい泣きを示して窮状を訴える。それは子
どもにとってトラウマともいいうるべき体験であるとともに、保育士にとっても通常の保育に支障をきたしかね
ず、それをどう軽減させるかは大きな課題である。 

入園から約1か月間における入園児の泣き行動を分析し
たところ図1のような変化であり、入園児は確かに入園当
初には泣きがみられるが初日はむしろ少なく、その後ピー
クを迎えたのち数回（ほぼ半月間）にわたって泣きの発現
が続いた後消失するという興味深い変化を示していた。分
離初日にはかえって泣きが少なかったが、そのかわりに子
どもは周囲をキョロキョロと見回す行動が多く、状況をう
かがっていることが見て取れた。根ヶ山らによる入園後の
園児の分離場面での鼻部温度の分析からは、初期に園児の

0

50

100

150

200

1 2 3 4 5 6

秒

観察回

図1 泣き行動

0

500

1000

1500

1 2 3 4 5 6

秒

観察回
モノ接触 保育士の抱き移動平均

図2 保育士の抱きと子どものモノ接触



鼻部温度の低下が認められ、泣きと温度低下には負の相関がみられていた（未発表）。彼らにとってこの場面が
ストレスフルな場面であり、高いストレスを示すものほど泣かないことが確認されたことは、子どもたちの反応
としていきなり大泣きするのではなくまずは環境探索をし、状況確認を済ませてから大泣きをするという彼らの
適応性が読み取れた。 

図2はその1ヶ月間における保育士の抱きと子どものモノ接触の変化を表している。保育士の抱きは子どもの状
態に依存するため変化はコンスタントとはいえないものの、減少傾向にあるといえよう。興味深いのは子どもの
モノとの接触で、初期に多く、一旦減少した後にまた増加している。初期の多発は保育士の提示によるものであ
り、後半の多発は子どもの自発性によるものであった。入園後の園への順応につれて、子どもとモノとのかかわ
りに変化がみられたのである。初期には保育士があやすために手渡しをし、後半には子ども自身が安心のために
保持しつつ遊びへと転化していったものと考えられる。 

初期には複数の保育士が車座になって安全な空間を囲ってつくり、前にモノを配置しつつ子どもを前向きに抱
くという行動が頻発した。これによって子どもは抱かれつつ床に腰を下ろし、互いを視野に認めながらモノに関
わることができる。このような行動が自然に子どもを抱きからモノへと橋渡ししている可能性が高い。 

この場面は子どもにとって別離の悲しさと豊かな環境との出会いの喜びがミックスされた状態であり、モノが
そこでの制御可能でポータブルな身辺環境、ある種の「お守り」となり、やがて遊びの対象として保育園への順
化を支えているものと解釈された。 

（2） 身体接触の発達からの検討 
① 身体接触時間の変化：入所したばかりの４月か
ら、年度の中で身体接触時間がいかに変化していたかにつ
いて検討した。その結果、４月時点では身体接触が多くみ
られるものの、その後減少し、年度の後半においてやや増
加して再び減少する、という傾向は概ね一致していた（図
3）。 

Aにおいては４月１回目と２回目時点における身体接触
時間の減少が著しかった。なお、Ａの4月1・２回目の観察
における身体接触のタイプは、ほとんどが保育者による
「抱っこ」であった（４月１回目：約91%、4月2回目：約
87%、図4）。 

Bは4月2回目の観察の時点で身体接触時間が増えており、そこにおいて最も多く生じた身体接触タイプは保育者
の膝や、足の間などに「座る」行動であった（全身体接触タイプのうち約66％、図5）。Bは０歳児クラスにおいて
最も高月齢であったことをふまえると、４月時点におけるAとBの身体接触時間および身体接触タイプの違いには、
個人差や月齢差の影響がある可能性がある。いずれにしても、入園当初である４月は身体接触のタイプに拘わら
ず、保育者による身体接触的関わりが最も長時間なされる時期であると考えられる。 

② 身体接触のタイプの変化：乳児―乳児あるいは乳児―保育者における身体接触がなされた場面の中で、身体接
触のタイプがいかに変化していたのかについて検討した。その結果、Aは年度初めの４月頃は「抱っこ」が多く、6
月から10月では保育者の膝や足の間などに「座る」行動が「抱っこ」と同程度あるいはそれ以上に見られるように
なり、年度後半の１月・２月には「自発的に保育者に触れる」行動が多く生じていた。1月には、「自発的に他児
に触れる」行動もわずかに見られた（図6）。受け身的かつ身体の大部分が保育者に触れる「抱っこ」が多くみら
れる状態から、身体接触のタイプに変化が生じ、「座る」「自発的に他児に触れる」といった、乳児による自発
的・能動的な環境探索や他者とのコミュニケーションを行うことが可能になるような身体接触を伴う姿勢・行動
へと変化していたと言える。 

Bは4月時点より、「自発的に保育者に触れる」行動が発現しており、また「抱っこ」よりも保育者のひざなど
に「座る」行動のほうが多かった。また、「自発的に保育者に触れる」行動は後半期（10月・1月・2月）において
多くみられた（図5）。 

「自発的に保育者に触れる」行動が年度後半期において多く発現することは、A・Bにおいて共通していた。こ
のことから、年度後半頃には、乳児が身体接触行う主体となり、保育者に能動的に働きかける存在へと変化してい
たと考えられる。こうした変化は、乳児が自らの身体性をベースとしながら保育者と関係性を構築し、かつその

図4．Aにおける身体接触タイプの割合の変化 図5. Bにおける身体接触タイプの割合の変化 

図3．身体接触時間の割合の変化 



主体性・能動性を保育者に対して発揮するようになる過程であるとも捉えられる。 
自発的に他児に触れる・触れられる行動は、時間的な量としては多くはないものの、Aは１月（生後18ヶ月時

点）、Bは８月（15ヶ月），10月（17ヶ月），１月（20ヶ月）時点に生じていた。具体的には、遊び場面におい
て、Aが他児にポンと触れて微笑む、Bがぐずっている際に他児が近づいてきて、他児がAの背中にポンポンと軽く
触れた後，他児がAの背中に頭をそっとのせる、といった行動が見られた。これらの他児との間の身体接触行動
は、身体性を基盤とした乳児同士の関係性発達の萌芽プロセスの一端を示すと考えられ、注目に値し、今後さら
なる検討が求められる。 

（3）接触行動と移動行動の発達からの検討 
①  他者との身体接触：保育者から
乳児への身体接触頻度は，移動運動時
期にかかわらず一定であったが(30分あ
たり約8〜13回)，乳児から保育者への
身体接触頻度は，ハイハイ期(約2回)よ
りつたい歩き期(約3回)，歩行期(約5
回)と徐々に増える傾向が認められた。
一方，乳児から仲間への身体接触頻度
は数が少なく，移動運動の時期による
差は認められなかった(どの時期も約5
回)。 

図6に子どもから保育者への身体接
触，子どもから仲間への身体接触につ
いて別々に，各移動運動時期における

道具的接触・社会的接触・偶発的接触の比率を示した。保育者への身体接触については，どの移動運動時期でも社
会的接触が多かった。また，移動運動の発達と共に偶発的接触が減り，道具的接触が増える傾向が認められた。一
方，仲間への身体接触については，移動運動の発達と共に社会的接触が増えたとはいえ，どの時期でも偶発的接触
が多かった。身体接触の頻度からみても，また身体接触の機能面からみても，乳児期における他者との身体接触で
は保育者の役割が大きいことがわかる。乳児から保育者への身体接触については，歩行期に入ると偶発的接触が
10％にとどかない程度に少なくなり，かわりに遊びやモノの交換を機に身体を接触させる道具的接触および感情を
伝える社会的接触が多くなった。これは上肢が移動運動の手段から解放されること，また手の巧緻性が高まること
が背景にあると考えられる。 

② モノを介した他者とのかかわり：本分析においても，どの乳児も自由遊び時間の約半分の時間，モノ
(玩具)を持ったり振ったりいじったりしていた。1年間の観察期間中，保育者は子どもの興味・関心や発達状況に
応じてモノ(玩)具）を入れ替えていた。たとえば，約半数の乳児が歩行できるようになる頃には小さいテーブルと
椅子を配置し，その後はままごとコーナーを設置していた。 

表1に示した通り，事物エピソードの頻度は，
ハイハイ期よりつたい歩き期と歩行期の方が多か
った。移動運動の発達による頻度の上昇は，三項
関係エピソードにおいて顕著であった。乳児は歩
き始めると，モノをひとりで探索するのではな
く，他者に見せたり，渡したり，他者の注意を自
分が持っているモノに向けさせたりといったかか
わりをより頻繁に行うようになることが示され

た。三項関係エピソードにおいて乳児がモノを共有する相手はどの時期においても，ほとんど保育者であった(83
〜91％)。保育園は子どもの数に比べて保育者の数が多いため，乳児がモノの共有を保育者に求めたとしても，保
育者が気づかず，応答しないことも多い。表1に示したように，乳児の働きかけに対して保育者が応答したエピソ
ード(双方向的エピソード)の比率は，ハイハイ期では17％だったが，つたい歩き期，歩行期になるにつれ徐々に増
えた。保育者が応答するエピソードでは，エピソードの直前に乳児が保育者に近づくことが多く，このことが双方
向的なエピソードの成立に寄与することが示唆された。 

他者との身体接触についても，モノを介した他者とのかかわりにおいても，乳児期において乳児がかかわる相
手は保育者が多いこと，しかし歩行が可能になると乳児から保育者に身体的接触を求めたり，モノを保育者のもと
に運び，注意の共有を求めるなど，乳児側からの積極的なかかわりが増えることが示された。乳児期における家庭
から保育園への場面移行においては，保育者の適切なかかわりと，保育者と乳児をつなぐモノ(玩具)の配置がカギ
となることが示唆された。 
 
 

図6 各移動運動期における各身体接触の比率 
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